
地域別構想 地域区分について

■事務局案

 小学校区ベースに地域区分を設定
 加茂小学校区と加茂南小学校区は
１つの地域とする。

【地域区分図】

【各地域の人口・世帯数】
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■他自治体の地域区分

【（第１２版）３０ページ 市町村マスタープランより抜粋】
地域別構想の地域の設定は、地形等の自然的条件、土地利用の状況、幹線道路等の交通軸、日常生
活上の交流の範囲、区域区分等を考慮し、各地域像を描き施策を位置付ける上で適切なまとまりの
ある空間の範囲とすることが望ましい。

■都市計画運用指針
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①地域のまとまり・つながりがある区域設定か
加茂市におけるコミュニティ例
・加茂市におけるコミュニティの最小単位
⇒行政区（８５）

・区の連合会⇒加茂地区・七谷地区・下条地区・
須田地区（４）

・現在の小学校区⇒七谷小・加茂南小・加茂小・
石川小・下条小・須田小（６）

・旧町村⇒加茂町・狭口村・加新村・下条村・
七谷村・須田村（６）

 地域区分は、住民にとって馴染みのある区域
設定であることを前提とする

 加茂市におけるコミュニティ最小単位は行政
区であるが、地域別構想の区域には狭域のた
め適さない

 現状加茂市において、地域コミュニティ協議
体等はない

 小学校区は、明治の教育令により定義された。
当初の通学区域という概念だけでなく、地域
コミュニティとしての役割を持つように

【旧町村と小学校区】

以上のことから、地域区分の基本
ベースを小学校区域に設定
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②土地利用や地理など地域の特⾧に同質性があるか

○用途地域と小学校区について
※七谷小学校区は都市計画区域外のため省略

 須田小学校区は工業系の用途地域
が主である

 石川小学校区は２つの住居系用途
がメインだが、準工業地域、隣接
商業地域も存在している

 加茂小学校区、加茂南小学校区は
加茂川右岸と左岸で用途が大きく
異なる

 下条小学校区は準工業地域と第１
種住居地域で構成
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○河川と小学校区の位置関係

5

鷲ノ木
大通川

信濃川

下条川

加茂川
大皆川

小皆川

猿毛川

長谷川

西山川

谷川

加茂大平
川

○主要道路・鉄道と小学校区の位置関係

○加茂市ハザードエリア図
（浸水想定区域・土砂災害警戒区域）



 用途地域の指定状況において、商業地域が加茂小学校区、加茂南小学校区に跨る
 加茂小学校区、加茂南小学校区の両学区に共通して、中央を加茂川が縦断し左岸側に
商店街を形成、一方右岸側は住居系や工業系の用途地域で占められるという土地利用
である

 学区外周に山地や山林が広がり、土砂災害警戒区域も多数指定されている

 加茂小学校区・加茂南小学校区の地域区分

共通する点が多いため、地域区分としては２小学校区を
合わせて１地域とする
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 現在、小中学校適正化方針により、令和10年代を目標に１～２校に再編する方向性が
示されている。そのため、現在の小学校区単位のコミュニティがそのまま維持される
かは不透明である。

 一方、小学校の統廃合を行った場合、学区が広域になりすぎるため、現在の小学校区
単位でのコミュニティが維持される可能性もある

 小学校統廃合

統廃合については、現時点では考慮しない
今後計画期間内に必要に応じて、社会情勢の変化等も踏まえながら、地域区
分の再編等に柔軟に対応する方針とする
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